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私
傷
病
休
職
期
間
中
に
お
け
る
復
職
申
請
へ
の
不
承
認
と

休
職
期
間
満
了
に
よ
る
退
職
扱
い
の
有
効
性

判
例
フ
ァ
イ
ル
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【
事
実
の
描
要
】

原
告
X
は
、
被
告
Y
と
の
聞
で
、
平
成
六
年
四
月
一
日
に
雇
用
契

約
を
締
結
し
、
入
社
以
来
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て

技
術
職
に
就
い
て
き
た
者
で
あ
る
。

X
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
ニ
目
、

A
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
自
律
神
経
失
調
症
と
診
断
さ
れ
、
平
成
一

五
年
三
月
、

B
病
院
で
ク
ツ
シ
ン
グ
症
最
群
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
後
、

C

病
院
（
大
学
病
説
）
で
副
腎
農
質
機
能
低
下
症
と
の
診
断
を
受
け
た
。

X
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
五
日
か
ら
自
樟
神
経
失
調
症
を
理

由
に
欠
勤
を
続
け
て
い
た
も
の
の
、
平
成
一
五
年
七
克
九
日
を
も
っ
て

就
業
規
到
に
定
め
る
欠
勤
期
間
が
満
了
し
た
た
め
、
翌
一

O
日
か
ら

ク
ツ
シ
ン
グ
症
憤
群
及
び
自
律
神
経
失
調
症
を
理
由
に
最
長
二
年
間

の
休
職
期
間
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Y
に
お
い
て
は
、
休
職
期
間
に

入
っ
た
従
業
員
に
対
し
て
は
、
賃
金
が
支
給
さ
れ
ず
、
休
職
期
間
の
満

了
に
よ
り
退
職
と
な
る
設
い
で
あ
る
ロ

X
は、

Y
に
対
し
、
平
成
一
六
年
七
月
九

E
、
書
面
で
、
同
年
八

月
一
日
か
ら
の
復
職
を
申
請
し
た
が
、

Y
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
平
成
一
七
年
三
月
一
七
日
、
改
め
て
書
酉
で
、
復
職
を
申
請
し

た
が
、

Y
は
乙
れ
も
認
め
な
か
っ
た
。

Y
は、

X
に
対
し
、
平
成
一
七
年

五
月
一
八
日
付
け
内
容
証
明
郵
痩
を
も
っ
て
向
年
七
月
九
日
を
も
っ
て

休
職
期
間
が
満
了
し
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
旨
通
告
し
、
同
年
七
月

九
日
の
経
過
に
よ
り
退
職
扱
い
と
な
っ
た
。

四

そ
こ
で
、

X
が
、
労
働
契
約
上
の
権
利
を
有
す
る
地
位
に
あ
る
こ

と
の
確
認
、
並
び
に
本
来
復
職
が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
の
平
成
一
六
年

労
判
九
六

O
号
四
九
頁

八
月
一
日
か
ら
本
判
決
確
定
の
日
ま
で
の
賃
金
及
び
賞
与
、
さ
ら
に
愚

謝
料
等
の
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
し
た
の
が
、
本
件
で
あ
る
。

｛
判
旨
｝

請
求
一
部
認
容
、
一
部
棄
却
〔
確
定
〕

X
は
、
「
副
腎
皮
費
機
能
低
下
症
に
つ
い
て
は
、

C
病
院
で
の
投
薬

治
療
に
よ
り
回
復
し
へ
「
ク
ッ
シ
ン
グ
症
侯
群
の
再
発
も
な
く
、
平
成

一
六
年
七
月
に
は
担
当
亙
で
あ
る
1
医
師
か
ら
寛
解
状
態
と
の
診
断

を
受
け
た
」
。
「
ま
た
、
自
樟
神
経
失
調
症
に
つ
い
て
も
、
こ
の
診
新
を

し
た
A
ク
リ
ヱ
ツ
ク
の
F
匿
師
か
ら
、
問
問
腎
皮
質
機
能
の
障
害
に
起
因

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
平
成
工
ハ
年
二
月
時
点
で
易
疲
労
性
・
集
中

力
低
下
の
症
状
は
完
全
に
消
失
し
て
い
る
と
の
診
断
を
受
け
た
」
。

「
さ
ら
に
、
平
成
一
七
年
六
月
二
二
日
に
は
A
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
F
医
師

か
ら
、
易
疲
労
性
槍
集
中
力
低
下
を
中
心
と
し
た
神
経
症
状
に
つ
い
て
」

「
寛
解
状
態
に
あ
る
と
判
断
し
た
理
由
を
記
し
た
診
断
書
が
、
同
年
六

月
二
四
日
に
は
C
病
院
の
1
医
師
か
ら
、
ク
ッ
シ
ン
グ
症
侯
群
及
び
そ

の
投
薬
治
療
の
副
作
用
に
よ
る
副
腎
不
全
に
つ
い
て
へ
「
再
発
な
く
寛

解
状
態
に
あ
る
同
日
告
示
し
た
診
断
書
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
の
医
師
も
、

X
が
通
常
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
と

診
断
し
て
い
る
」
。
「
そ
し
て
、

X
は
、
平
成
一
六
年
七
月
九
日
に
初
め
て

書
面
で
同
年
八
月
一
日
か
ら
の
復
職
を
申
請
し
た
が
、

Y
に
拒
否
さ

れ
」
、
そ
の
後
も
再
三
復
職
を
求
め
た
が
回
答
は
な
く
、
「
平
成
一
七
年

月
一
七
日
に
は
改
め
て
醤
菌
で
復
職
を
申
請
し
た
も
の
の
、
こ
れ
も

拒
否
さ
れ
た
」
。

九
州
大
学

社
会
法
判
例
研
究
会

「
以
上
の
事
実
を
総
合
し
て
み
れ
ば
、
遅
く
と
も
平
成
一
七
年
七
月

九
B
の
休
職
期
間
満
了
時
に
は
、

X
の
病
状
は
、

Y
に
お
け
る
就
労
が

可
能
な
程
度
に
ま
で
十
分
囲
寵
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

X
か

ら
は
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
労
務
の
提
供
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
」
。こ

れ
に
対
し
、
「
Y
は
、
開
発
部
門
以
外
に
X
が
現
実
に
勤
務
で

き
る
職
穫
は
な
く
」
、
「
X
が
提
出
し
た
各
診
断
書
は
、
’
・
・
・
・
・
現
実
に

護
婦
す
べ
き
開
発
部
門
で
最
抵
限
要
求
さ
れ
る
就
労
が
可
能
な
程
度

に
ま
で
回
寵
し
て
い
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
主
張
」
す
る
。

し
か
し
、
「
労
働
者
が
職
種
や
業
務
内
容
を
特
定
せ
ず
に
労
鏑
契
約

を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
現
に
就
業
を
命
じ
ら
れ
た
特
定
の
業

務
に
つ
い
て
労
務
の
提
供
が
十
全
に
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
能

力
、
経
験
、
地
故
、
当
該
企
業
の
規
模
、
業
種
、
当
該
企
業
に
お
け
る

労
働
者
の
配
寵
・
異
動
の
実
状
及
び
難
易
等
に
照
ら
し
て
当
該
労
働

者
が
配
置
さ
れ
る
現
実
的
可
能
性
、
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
伯
の
業
務

に
つ
い
て
労
務
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
そ
の
提
供
を
申
し

出
て
い
る
な
ら
ば
、
な
お
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
の
提
供
、
が
あ
る

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
一

O
年
四
月
九
日
第
一
小

詑
廷
判
決
参
照
）
」
。
「
そ
し
て
、
雇
用
契
約
上
、

X
に
職
種
や
業
務
内

容
の
特
定
は
な
く
、
復
職
当
初
は
開
発
部
門
で
従
前
の
よ
う
に
就
労

す
る
こ
と
が
屈
難
で
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
負
担
軽
減
措
置
を
と
る
な

ど
の
配
慮
を
す
る
こ
と
も
Y
の
事
業
規
模
か
ら
し
て
不
可
能
で
は
な
い

と
解
さ
れ
る
上
」
、
開
発
部
門
よ
り
残
業
時
聞
が
少
な
い
「
サ
ポ
ー
ト

部
門
に
X
を
配
置
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
」
り
、

Y
の
主

窃



張
は
採
用
で
き
な
い
。

「
以
上
に
よ
れ
ば
、
遅
く
と
も
平
成
一
七
年
七
月
九
B
の
体
職
期

間
満
了
時
に
は
、

X
か
ら
債
務
め
本
醤
に
提
っ
た
労
務
の
提
供
が
あ
っ

抹
職
期
間
満
了
に
よ
る
退

「X
は
な
お

一O
日
以

中
ハ
条
二
項
ご
。
よ
っ
て
、
本
判
決
確
定
の
自
ま
で
の
賃
金
及
び
賞
与
の

・
支
払
い
、

〔
解
輯
〕本

判
決
の
意
義

本
件
培
、
自
樟
神
経
失
調
室
及
び
ク
ッ
シ
ン
グ
症
操
群
を
理
由
に

病
気
休
職
中
で
あ
っ
た
者
が
、
期
間
の
中
途
で
な
し
た
護
職
申
請
を
拒

否
さ
れ
、
抹
鞍
期
間
の
構
了
を
も
っ
て
退
購
設
い
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
そ
の
退
職
の
効
力
等
を
争
っ
た
事
案
で
あ
る
。

一
離
に
、
払
指
摘
出
剤
に
同
憎
悪
し
た
場
合
、
ま
ず
、
年
休
取
持
あ
る
い
は

を
利
用
し
て
諜
養
す
る
こ
と
と
な
る

カす

就
業
規
制
則
上
の
私
犠
病
休
職
制

次

休
職
期
間
中
に
私
議
購
が
「
捨
癌
」
す
れ
ば
当
黙
に
護
職
と
な
る
が

「
拾
癒
」
し
な
い
場
合
は
、
就
業
損
闘
の
定
め
に
よ
り
休
職
賠
関
満
了

に
よ
る
退
職
あ
る
い
法
解
躍
の
取
扱
い
と
な
る
の
が
遇
制
問
で
あ
る
。
本

判
決
は
、
精
神
系
喪
患
を
原
田
と
す
る
休
職
に
お
け
る
「
寵
職
の
可

特
段
目
新
し
い
判
断
を
訴
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
治

描
〈
精
神
間
協
学
で
は
「
寛
解
い
と
い
う
が
再
発
を
捧
う
場
合
も
あ
る
。
）
」

こ
の
種
の
裁
判
倒
的
に
一

例
を
加
え
た
も
の
と
い
え
る
。
円
以
下
で
は
、
本
件
の
主
な
争
点
で
あ
る

債
務
の
本
旨
に
提
っ
た
労
務
の
提
供
、
す
な
わ
ち
、
「
護
職
の
可
否
」
に

つ
い
て
、
過
去
の
裁
判
椀
の
動
向
を
参
考
に
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た

しミ

体
聴
期
間
購
了
時
の
『
謹
聴
mw
可
否
」
に
つ
い
て

本
判
決
は
、

X
の
髄
藤
状
態
に
つ
い
て
の
経
過
と
磐
務
の
提
棋
に
つ

い
て
詳
細
紅
事
実
－
一
定
を
持
い
、
上
記
朝
国
間
一
に
一
ポ
す
と
お
号
、

的
見
拙
拙
か
ら
の
総
合
的
な
就
労
可
能
性
の
検
討
を
持
っ
て
い
る
。

本
体
の
よ
う
に
、
私
犠
病
的
中
で
も
精
神
系
痕
患
を
鰭
mwと
し
た

休
職
に
つ
い
て
は
、

の
制
判
断
に
臨
難

を
伸
う
場
合
が
多
い
〈
野
田
進
「
骨
髄
者
の
メ
ン
タ
ル
へ
ん
ス
と
法
」
N

n
D
L
八
八
四
号
〈
ニ

0
0八
年
）
八
一
夏
以
下
可
精
神
系
痕
患
に
関
す

る
近
時
の
裁
判
開
（
職
務
を
特
定
し
な
い
労
轍
契
約
の
事
案
）
と
し
て

は
、
う
つ
病
あ
る
い
は
自
建
神
経
失
調
症
を
露
出
掛
と
し
た
晶
体
韓
関
別
問
問

満
了
時
の
護
職
可
否
の
制
判
断
に
つ
き
、
治
癌
を
’
証
明
す
る
た
め
的
軽
擬

と
な
る
診
断
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
解
璽
を
有
効
と
し
た

大
建
工
業
事
件
｛
大
覇
地
決
平
成
一
五
・
沼
恵
ニ
ハ
封
判
八
四
九
固
有
三

五
頁
て
問
む
く
診
断
書
〈
自
捧
神
経
失
調
症
〉
未
提
出
に
よ
雪
解
躍

を
有
効
と
し
た
日
本
蕊
断
｛
島
本
瓦
掛
議
輸
聾
儲
）
事
件
｛
諜
京
高
特

平
成
一
九
・
丸
鋼
一
一
持
制
判
九
五
七
回
噌
八
九
一
員
ダ
イ
ジ
ヱ
ス
ト
〉
、

方
、
本
件
と
類
例
制
の
事
揮
と
し
て
、

の
複
職
可
否
の
判
麟
立
っ
き
、

し
て
」
い
な
い
と
し
て
解
躍
を
有
効
と
し
た
錨
立
行
政
法
人

N
事
件

｛
東
京
地
判
平
成
二
千
一
千
三
穴
桝
抑
制
八
七
六
貰
）
が
挙
ぜ
ら
れ
る
。

本
件
に
お
い
て
も
基
本
的
な
判
判
断
枠
組
み
は
、

様
で
あ
り
、

解
）
し
て
い
れ
ば
、

職
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
a

こ
の
こ
と
か
ら
、
退
職
を
無
効
と
し
た
本

判
決
は
、
捜
職
の
可
否
立
つ
い
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
判
麟
を
示
し
た

も
の
と
い
え
る

休
職
難
問
中
で
あ
る
平
成
一

日
か
ら
間
一

そ
の
期
需
の

ぷ
叩
繍
（
寛
解
ど
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

な
お
、
本
判
決
は
、
判
富
一

て
片
山
組
事
件
〈
最
高
裁
で
小
判
事
一

0
・
西
・
丸
労
朝
七
三
六
号

一
五
買
）
の
判
断
枠
組
み
を
引
用
し
、
「
労
務
の
提
供
が
十
全
に
は
で

き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
能
力
、
経
験
、
地
位
、
当
該
企
業
の
規
模
、

種に
照
ら
し
て
当
該
労
輸
審
が
配
聾
さ
れ
る
現
実
的
可
能
性
、
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
砲
の
業
務
に
つ
い
て
労
務
の
擢
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
っ
、
そ
の
据
供
を
申
し
出
て
い
る
な
ら
ば
、
な
お
聾
務
の
本
嵩
に
提
つ

た
履
行
の
提
供
が
あ
る
と
解
す
る
」
と
述
べ
、
復
職
の
可
否
を
鞘
軒
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
援
用
者
に
護
職
へ
向
け
た
一
定
の
記
患
を
求
め
て

お
り
、
寵
職
拒
否
は
容
易
で
は
・
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
屯

判
断
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
脳
ム
内
出
血
に
よ
る
掠
職
の
期
間
構
了
時
に

お
け
る
退
職
扱
い
を
無
効
と
し
た
東
語
掠
客
鉄
道
｛
退
職
）
事
件
（
大

臨
地
判
平
一
で
一

0
・
阻
山
抑
制
判
七
七
一
号
二
五
覧
）
に
お
い
て
、

そ
の
考
え
方
が
探
期
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
裁
判
決
は
、

本
判
決
は
、

車
な
態
度
で
臨
む
ベ
曹
で
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

九
州
大
学
大
学
説
法
学
時
博
士
後
期
謀
盤
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